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ＪＲ西日本分煙訴訟


九月一一日　第三回裁判から





�大阪地裁の八〇九号法廷で十時一五分過ぎから始まりました。


　　　　　　　　　　　


被告（ＪＲ西日本）は、前回の法廷で提出するようにと言われた「乗務員詰所の改善策」を写真付きで出しました。室内にはパーティーション（ついたて）と空気清浄機を置いた、と発言しました。� �





２、原告側弁護士からは分煙を行なおうとする被告の改善のきざしは見られるが、パーティーションは狭い部屋に「ついたて」を置いただけで不完全だし、空気清浄機は厚生労働省やメーカーもたばこのガス相成分（有害物質）の除去は出来ないと発表している。これからしても、被告の改善策はこれで充分という意見だが、不完全に変わりない。


３、これに対して被告側の


弁護士が空気清浄機の不完全さに対して反論しようとしたが、主任？弁護士になだめられて、それではその証拠を出して頂きたいとなる。
































次回裁判


１０月３０日


１０時００分


大阪地裁です。


【お願い】


傍聴に参加してください。








　４、裁判長からは、原告、被告双方にこのまま論争を続けるのか、時期を見て話し合いをするのか、と言うニュアンスの発言があった。原告は証拠の提出、現状などを話し合ってからで現時点では決められずとの回答。


　裁判所は空気清浄機の不完全さを示すデーターを提出するよう原告につたえました。次回裁判は一〇月三〇日（水）午前一〇時となりました。


傍聴も二〇人弱はいました。その後、集まって今後の課題などが弁護士からありました。�　裁判に時間がかかるのと、民事は資料を出すのがおもでテレビドラマのような双方の尋問や言い争いとはほど遠いものがわかりました。


しかし今回の事例は、今後

















この第二回公判に先立つ七月一五日に、会社側答弁書の中で原告の請求内容が不明確であるから不適法である。また休憩時間中は必ずしも当該詰所に待機する





















































ことを義務付けているものではないし、食事も当該詰所で取らなければならないものではないなどとする主張に対して、準備書面を提出し反論しました。








裁判の後　傍聴者と小集会





分煙裁判に前回同様多数傍聴に参加をいただき、裁

















判の後簡単な小集会をしました。最初に吉田、谷両弁護








の職場・公共場所における分煙対策に大きな影響を与えるものだと思います。突破口になる可能性はあるので、妥協のない結果を希望します。


管理者が思っている分煙がいかに不十分か、喫煙権ばかりに配慮を行い嫌煙権（非喫煙権）をおろそかにしているかを�世に示す意味の大きい裁判です。


「裁判傍聴のＡさんの感想か


ら引用させていただきまし


た。」


。』

















「ＪＲ西日本分煙訴訟の


報告と支援の集い」





と　き　１０月３０日裁判終了後


ところ　大阪弁護士会館（地裁南東角）


これまでの経過とこれからの裁判の進め方についての報告です。多数ご参加ください。











